
温泉由来の水素と、協働について

～ 経産省：水素基本戦略と、群馬県の展開（案） ～

楽市楽画＆平田・打田資源研究所 20240306

四万温泉協会 群馬県県議会議員 入内島道隆さま



1．いま、なぜ水素？

◇水素基本戦略（2023年6月）について

１）主な水素生成の課題は：製品を船で輸入
・グレー水素 単に石油から水素の置換え、９５％の製法
・ブルー 〃  ＣＯ２は出る、が回収
・グリーン〃 ＣＯ２すらない。太陽光や風力の電力で水素で不採算

２）新：「水素製造方法」出願完了： 特願2024－018576 ：国内生成
・新ホワイト水素  ①ＣＯ２なし ②鉄・アルミと塩酸 ③副産物再利用

 ④国内・都市近郊 ⑤水素の地産・地消推進
  ⑥草津・玉川温泉各単独で全消費量をカバーする塩酸量
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2．世界の水素ビジネス動向

・地下水素でも２３００万トン／年（ビル・ゲイツ）。ただし無臭・無色の
ため大気に無為に放出（例：４％）。なお水素は生成の時から気体
※ビル・ゲイツらはベンチャーに127億円を出資。https://forbesjapan.com/articles/detail/64746?read_more=1

我らは、格段に安い水素を作り自然由来の地下水素「も」集める

・天皇にも説明した特許を用いて「水素ライフサイクル」全般を 劇的に安くする手法を発
案した。自然の塩酸を原材料に、くず鉄粉を加える。水に溶けない水素の特性をフル利用

※ついては、中之条町伊勢町に群馬県下での実践研究・事業拠点を設けたい。群馬高
専など産・官・学連携の拠り所、温泉水素の研究拠点として島田誠也・打田純二が通う。
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１） 竹管・鉄の往還機「KAGUYA｝で湖を蘇生

２） 死の湖水は、高付加価値商品へ更生

～水素かがり火、など～

 ３） 生息環境の事前整備

 ～光合成促進、人工生物シェルター
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3．日本は水素製造大国、になれる
石油ガスの水蒸気改質法他の主流製造法 新：ホワイト水素

1．原材料 天然ガス・オーストラリアの褐炭 廃アルミ・廃鉄の粉＋自然由来の塩酸・硫酸

2．上記産出国 オーストラリアで水素をつくって輸入等 火山、温泉（草津・玉川・箱根、◆四万）
3．水素製造 水蒸気 水深423メートルでの粉体の塩酸反応→浮上→水中置換法

4．製造部材 堅牢・保安基準合致 往還機（水面⇔水底）で鉄粉回収②海水で無重力（浮中）部材

5．水蒸気の使用 あり なし

6．水蒸気用電力
と温度

25気圧、800℃と超高温と高電力 なし

7．生成物 水素＋一酸化炭素 水素＋塩化鉄。

8．生成物の回収 ＣＯ２の大気放出等 ※目の細かい不織布で回収

9．再利用可能性 なし カドミ汚染田を中和できる。

10．副次的効果 なし 欧州の酸性湖がキレイになり魚類復活が見通せで水源にも

11．同上 なし 膨大な湖が復活し水利用可能に。回復した水の輸出も視野。

12．水素貯蔵 高圧ガス保安法準拠の施設 水中気球船＋オクテッドトラスト。品木処理場

13．水素運搬 巨大なガス保管庫 水中や水上気球

14．課題 全てに高価格 塩酸＋粉体で生成。保管・運搬のライフサイクル
全てが安い。

15．関連法 薬剤危険物＋消防法＋高圧ガス安全法。
 製造～～消費まで多くの法令に関連

水中なので殆ど法令抵触の心配がない。

4

5



4．気になる動向と、楽市楽画の社会貢献
１．ホワイト水素：アルハイテック（高岡市）

水木 伸明社長は、23年07月アラブ首長国連邦で行われた岸田首相の初の

経済ミッションに同行。※アルカリ性溶液とアルミくずによる温泉水素生成

2．品木処理場（中之条町：国交省）と湯釜

石灰石1日55㌧が塩酸処理に。将来的に順次鉄粉で代替し水素製造＋浚渫費を節約も。
https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=045P6HkKBUk

3．弊ＮＰＯの実績：鈴木隼人代議士（元経産省）

弊ＮＰＯは事業受託。世界初のバイタルデータを基礎とした「健康増進保険pat」を開発

4．弊ＮＰＯの実績：孤独死予防ｅスポーツ戦士育成の連動

ソフト開発pat。ｅＳＰＯと連携も。毎日新聞「掃苔記」に掲載。
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【ご参考】健康になればなるほど掛け金が安くなる：
鈴木代議士との共同実績：https://www.suzukihayato.jp/post/190609-5
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【ご参考】毎日新聞・東洋経済評価のアプリ

http://rakuichirakuga.com/para.html
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5．．草津白根山の酸性水は石灰石で中和
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https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=045P6HkKBUk

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005400469_00000

参考ＵＲＬ



6．田沢湖（玉川温泉でも包丁から水素）
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7．強酸性・高圧なら温泉から金
• https://chizaizukan.com/news/TbBu4QPSuBC4bAjWXQX2s/
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8．温泉から「金」取り出す特殊な方法を開発 研究チーム | NHK
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https://www3.nhk.or.jp/news/html/20221211/k10013919661000.html

温泉から「金」取り出す特殊な方法を開発 研究チーム
2022年12月11日 8時08分

温泉の中に溶け込んでいる微量の「金」を取り出す特殊な方法を海洋研究開発機構などの研究チームが開
発。採掘以外の新たな回収方法として確立できるか注目されます。

開発したのは、海洋研究開発機構と大手機械メーカー「IHI」の研究チームです。

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20221211/k10013919661000.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20221211/k10013919661000.html
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